日本を「海外で戦争する国」に変える
集団的自衛権の行使容認に反対します
内閣総理大臣　様

衆議院議長　様
参議院議長　様
[請願の趣旨]
安倍内閣は、これまでの憲法解釈を変えて、集団的自衛権の行使を認めようとしています。集団的自衛権の行使は、日本への武力攻撃がなくても、他国のために武力を行使するものです。それは憲法９条で禁じている「交戦権」を認めるなど憲法上の歯止めを外し、自衛隊がアメリカと共に世界のどこでも武力行使ができる、日本を「海外で戦争する国」にしようとするものです。

この重大な転換を閣議決定で強行し、一内閣の判断で憲法解釈を勝手に変えるやり方は、立憲主義の否定であり断じて許されません。さらに安倍内閣は、実際の運用に向けて自衛隊法などの関連法を改定し、日米ガイドライン改定ももくろんでいます。
　戦争のない平和なアジアと世界を願う私たちは、憲法を破壊する集団的自衛権の行使を絶対に許しません。また明文改憲にも反対し、以下のことを強く求めます。

[請願の項目]

一、憲法解釈変更による集団的自衛権の行使容認を行わないこと。

一、日本国憲法第９条を守り、生かすこと。
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